
講演題目 

再生可能エネルギーの有効利用と耐災害性の確保のための 

新たな電力ネットワークの構築 

 

講演概要 

近年、多発する自然災害のもと電力を安定的に供給することの重要性が増している。そこでは、主力電

源化を目指す再生可能エネルギーの活用とマイクログリッドの構築に期待が寄せられている。マイクロ

グリッドの特徴は、①再生可能エネルギーをはじめとする分散型電源による電力供給、②常時・非常時

の電力供給、③地域内エネルギーを活用した災害時の自立運転である。近年、PVパネル、蓄電池など

の分散電源機器の大幅なコスト低減が達成され、また、自立運転が可能なエネルギー管理システム

（EMS）の開発が進んだことから、地方自治体、新電力、復興地域においてマイクログリッドが構築さ

れている。今後は、災害多発地域、島嶼、過疎地、無電化地域といった自立的な電力供給が求められる

対象への導入が期待されている。ここでは、再生可能エネルギーの大量導入が可能で、災害時にも、対

象地域に電力・熱。・通信・飲料水の供給ができるネットワーク型マイクログリッド、自律型コミュン

ティーについて紹介し、また、再生可能エネルギーの導入を促進すると期待されている直流/交流ハイ

ブリッド配電ネットワークの内外の事例を紹介する。 
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